
勝利の方程式

リードした場面でチームが自信を持って送り出すリリーフ投手（中継ぎ投手、抑え投手）の継投策のこと。

JFK（阪神タイガース）

ジェフ・ウィリアムス（J）、藤川球児（F）、久保田智之（K）
2005年の彼ら3人のブレイク以降、各球団で中継ぎの頭文字をとって呼ぶことが流行る。

SBM（福岡ソフトバンクホークス）

攝津正（Settsu）、ブライアン・ファルケンボーグ（Brian）、馬原孝浩（Mahara）
ソフトバンクモバイルの略称にちなんだ命名。またうまいこと揃ったものである。

更に2010年からは背番号48の甲藤啓介が加わり、某アイドルグループになぞらえ「SBM48」へ。
ところが攝津が2011年より先発転向。解散してしまった。

東北楽天ゴールデンイーグルス2009年

AGF

有銘兼久（A）、グウィン（G）、福盛和男（F）
命名は野村監督（当時）。

なお本家AGFこと食品メーカー「味の素ゼネラルフーヅ」が球団事務所にお中元を届けるという、粋なことをしてくれ
た。

しかしその甲斐空しく、AGFは知名度を上げることなく解散してしまった。理由はご想像の通り。

番外編

長谷部序盤KO→小山、グウィンがビハインドで好リリーフ→ゾンビ打線爆発→福盛勝ち星ゲット。
2009年終盤の楽天の裏勝利の方程式。こちらはかなり機能した。

同2010年

新KKコンビ

春における、セットアッパー辛島航（K）、クローザー川岸強（K）の継投。
メンタル難の揃う楽天中継ぎ陣においては頼もしい強心臓コンビでもある。

残念ながら、辛島きゅんが不調のため2軍落ちしたことにより活動休止。

3Kトリオ

交流戦の勝ち継投。左の片山博視（K）、右の小山伸一郎（K）、クローザー川岸（K）。
なんだかんだで機能しているのでこの調子で行ってほしいというファンの期待も虚しく、川岸が疲れによる不調に陥り解

散。

スリーマウンテンズ

右の青山浩二、左の片山博視、クローザーの小山伸一郎

交流戦後、川岸の不調により誕生した新たな勝ち継投。

くわしくは別項。→スリーマウンテンズ

同2011年

乾いた袖

別名、「川井伸一郎」。

先発の乾いた菓子、ロングリリーフの半袖魔人による、二人で一人継投。



試合序盤に川井が相手打線に捕まり、ピンチを招いたところで緊急登板の小山が登場。なぜか味方打線が逆転し、小山が勝

ちを拾う。
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